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研究成果の概要 

ヴァーチャルリアリティ（VR）を駆使した生存戦略の多次元評価法の確立に着手し、いくつか成

功を導いている。 

佐々木Gは、VRを用いてマカクサル用の採餌行動課題の開発に成功した。通常の採餌行動に

必要となる餌の空間配置だけではなく、経過時間や訪れた餌場の順序によって餌配置の制御を行

うことで戦略性の要因抽出を可能にした。この課題を１頭目のマカクサルに訓練することにも成功し

ている。ただし、最適解には到達しておらず、もう暫く訓練が必要である。現在、最適採餌理論を用

いて最適行動を導出し、サルの行動がそれらにどう近づくか解析している。開発したタスクコードは、

他のグループとも共有している。 

廣川 G は、視空間とトラックボールを組み合わせた視覚的 VR 空間に加えて、匂い刺激や、水

報酬提示システムを組み込んだダイナミックでマルチモーダルなVR採餌課題の構築に着手した。

意思決定因子の貢献を定量し、総合的最適化が行えるのか種固有の生存戦略を特定することを

目指している。 

風間 G は、視空間と、光遺伝学で制御する餌付随感覚因子提示系を組み合わせたショウジョウ

バエ用の VR の開発を進めている。餌付随感覚因子が与えられる位置、タイミング、量、そして消

費スピード等、複数の意思決定因子を系統的に変えた際の行動の定量化に着手した。 

武石Gは、佐々木Gがサルで確立した多次元採餌行動課題、VR環境下での採餌行動課題お

よび解析法の線虫への導入を開始した。非拘束条件で自由に走行する線虫を自動で追跡し、虫

体を常に定点に留めることができる顕微鏡ステージ（自動追跡ステージ）を搭載した顕微鏡設備を

用い、時間経過で餌の量が変化する環境、一つまたは複数の感覚因子と６次元の意思決定因子

がある実験環境を自在に作り、多次元採餌行動課題で線虫の行動軌跡を解析して、これらの因子

依存的な採餌行動の多様性を明らかにしようとしている。 
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